京都北部地区
	２）　舞鶴ブロック


（1） 舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。
· 2ヶ月に1回の割合で行っているブロック会議を定例化することができた。各教会持ち回りで司会者を決め、各自責任を持って参加している。その中で地区大会においてもスムーズに行うことができた。またそこでの分かち合いを通してそれぞれの教会の実情を知ることができた。

· これからも各教会で行う行事はブロック内に呼びかけ、各教会信徒数が少ないので、互いに協力し、助け合う必要がある。

（2） ５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。
地理的条件でなかなかブロック内の５教会全部が集れないが、「子供と共にささげるミサ」は徐々に定例化

しつつある。今年も５教会合同の夏のキャンプを実施することができなかったが、東西舞鶴と綾部・報恩寺・福知山の２つのユニットでそれぞれ合同で行うことはできた。今後もこの形のほうが地理的にも無理がない

ように思われる。
（3） 信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る

「信仰を学ぶ」或いは「典礼について」の合同の学習会を一度も実施することができなかった。ただ各教会

単位では実施している。四旬節・待降節の黙想会は早い時期から講師を依頼し実施することができた。

両舞鶴教会と綾部・報恩寺・福知山教会と指導者の思惑の違いがあるが、現在宮津ブロックが実施している

ように東西舞鶴だけではなく、５教会合同（舞鶴ブロックとして）の黙想会をすることが理想である。

